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度に基づく必要があるため、実質的
には今年度末までに移行しなければ
なりません。
（事務局）
川崎市での移行はほぼ終了したよう
ですが、どういう状況ですか。
（堀添）
既存の施設に関しては、必要な条例
の改正も終わり、指定管理者の指定
も、あと数施設を残すだけとなりま
した。
１２月に指定した１６０施設を見ま
すと、すべて公募が行われ、結果的
に本市が出資している法人が７４施
設、社会福祉法人が６２施設、共同
事業体を含んだものが１０施設、株
式会社やＮＰＯ法人等が１４施設と
なっています。
制度の趣旨から言えば、できるだけ
本市が出資している法人以外が指定
管理者として指定されることが望ま
しいのですが、最初としてはこれが
出発点だと思います。
（事務局）
指定管理者制度は始まったばかりで
すが、課題はないのでしょうか。
（堀添）
国でもそうですが、今までは、公の
施設をいわゆる行政の外郭団体に管
理運営委託することで「グレーゾー
ン」があったと思います。これが、
きちんと公募を行い、選定委員会に
かけ、議会でも議決をするというこ
とで、透明度が上がりましたし、民
間の力を最大限活用できるようにな
ることは、コスト削減だけではなく
サービスレベル向上のためにも大き
なプラスだと思います。
課題としては、まずは公の施設はで
きる限り直営ではなく指定管理者制
度に移行することだと思います。そ
の上で言うと、指定管理者制度に移
行したとしても、その施設を行政が
保有し、管理運営を委託するという
ことは、それを通じて提供されるサ

（事務局）
昨年の１２月定例会では、指定管理
者を指定する議案が多かったですね。
（堀添）
川崎市では約１７０施設を指定管理
者制度に移行させる計画でしたが、
このうちの１６０施設の指定が１２
月定例会で行われました。
（事務局）
そもそも「指定管理者制度」とはど
ういう制度ですか。
（堀添）
平成１５年６月に地方自治法が改正
され、新たに指定管理者制度が導入
されました。
今まで公の施設の管理運営は、行政
が直接行うのでなければ、市が出資
している法人や社会福祉協議会等の
公的団体にのみ委託が認められてき
ました。これが、議会の議決を条件
に、委託先の制限がなくなったこと
が大きな違いです。これにより、行
政コストを削減するとともに、住民
のニーズに機敏に反応できる柔軟な
管理運営を実現することが、制度導
入の狙いです。
公の施設の管理運営委託を行う場合、
平成１８年９月以降は指定管理者制 ービスはまぎれもなく「行政として

提供すべきサービス」であるという
ことです。その意味でも、最終的な
責任はきちんと行政が持たなければ
なりませんし、あるいはそもそもそ
うしたサービスを行政が行うべきな
のかどうか、という観点でもチェッ
クをしていく必要があるかもしれま
せん。
平成１５年１２月から２０年までで
指定をした「ミューザかわさきシン
フォニーホール」等、すでに管理運
営状況の評価を行っている施設もあ
りますので、そうした内容を今後に
生かしていかなければなりません。
（事務局）
どうもありがとうございました。

（２００６年１月１８日）



第２回 川崎市議会定例会
会期：平成１７年６月６日～６月３０日 ２５日間
主な事項：
阿部市長再出馬意向表明。
議長、副議長の選出。
国際交流センター等、各施設指定管理者制度の導入。

一般質問（堀添）：
１．職員への障害者雇用状況について。
○質問概要：
本市の障害者雇用の現状について。教育委員会の対
応について。障害者雇用施策からみた本市の現状の
評価について。今後の取り組みについて。

○答弁概要：
本市の平成16年度の障害者雇用率は、市長事務部局
で.9％（法定雇用率2.1%以上）、教育委員会1.36％
（法定雇用率は2.0%以上）。教育委員会では､教員
採用パンフレットへの記載や説明会等で周知を図る
よう努めてきたが、さらに雇用率の改善にむけて施
策を検討する。障害者の就労促進は重要な課題であ
り、引き続き民間企業を含め、法定雇用率達成に向
けての取り組みを進める。

２．スポーツ施設の有効利用について。
○質問概要：
総合的なスポーツ施設のあり方に関する検討状況に
ついて。「公共スポーツ施設あり方調査検討会」の
現況について。今後の取り組みについて。

○答弁概要：
関係局で「公共スポーツ施設あり方調査検討会」を
設置し、公共スポーツ施設の設置状況、利用現況な
どの調査を実施した。少年サッカーについて、活動
の場の拡充が引き続き課題となっていることが確認
された。地域の施設、区の施設、全市的施設という
体系的な観点からの検討が重要である。
関係局と連携して、地域の特色や全市的なバランス
を考慮しながら、多様なスポーツ活動の場の確保に
取り組む。

３．水道水の水質安全確保について。
○質問概要：
取水段階での安全確保策について。酒匂川水系上流
における産業廃棄物及び一般廃棄物の処理施設建設
に伴う水質安全面での対応について。

○答弁概要：
相模湖大橋ほか3カ所で、水質検査計画に基づき、
約190項目について、週１回検査を実施している。
水源の水質保全については、神奈川県内の５水道事
業体で組織する「相模川・酒匂川水質協議会」と連
携し、水質動向を監視している。
酒匂川水系は本市水源の約50％を占めており、当該
廃棄物処理施設建設に伴う排出水や地下浸透などに
よる水源環境への影響を考え、「相模川・酒匂川水
質協議会」と連携するとともに、本市も独自に情報
収集に努めるなど、動向を注視する。
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第１回 川崎市議会定例会
会期：平成１７年２月１７日～３月１８日 ３０日間
主な事項：
平成１７年度施政方針（市長）。
川崎縦貫高速鉄道線整備事業の事業再評価対応方針案。
川崎市文化芸術振興条例の制定。
川崎市自転車等駐車場の附置等に関する条例の制定。
予算審査特別委員会における審議。

予算審査特別委員会における質問（堀添）：
１．高齢者虐待問題について。
○質問概要：
本市における高齢者虐待の実態と本市の取組状況に
ついて。高齢者虐待防止法制定時の対応について。

○答弁概要：
平成15年度の調査では、高齢者への虐待が疑われる
事例として、身体的虐待24件、心理的虐待7件、経
済的虐待7件、放棄・放任15件で合計53件あった。
平成17年2月に、市内の全介護保険事業者を対象と
したアンケート調査を行い、表面化しない件数を含
め、実態把握に努めている。
早期発見、早期対応が重要なので、各保健福祉セン
ターの保健師、在宅介護支援センター職員、介護支
援専門員、介護サービス提供事業者、地域の民生委
員・児童委員など関係者による地域ケア会議で、事
例検討を行うとともに、チームケアを基本に、慎重
に協議、対応を図る。緊急時は、緊急短期入所ベッ
ド確保事業により、対応を図っている。
高齢者虐待防止法の成立も視野に置き、平成17年度
の早い時期に、処遇困難対応マニュアルの見直しや、
地域ケア会議の再編強化によるネットワークの構築
に向けて検討会を立ち上げ、早期発見や虐待防止に
取り組む。また、立入調査など、取り組むべき課題
を整理する。

２．地方分権と平静17年度予算について。

○質問概要：
国が進めている地方分権・三位一体改革の評価につ
いて。本市予算に与える影響について。本市の対応
方針について。地方分権の現状の評価について。

○答弁概要：
昨年の11月末に、三位一体の改革の全体像が示され
たが、義務教育費国庫負担金、生活保護・児童扶養
手当の補助率の見直し及び建設国債対象経費の公共
事業など、問題が先送りされ、地方６団体の改革案
とはほど遠い、不十分な内容である。
平成17年度予算は、所得譲与税の配分が国庫補助負
担金の影響を上回ったものの、臨時財政対策債が大
幅に減少したことから、減債基金からの借入金の増
額措置等によらざるを得ず、依然として厳しい財政
環境である。
現状は、地方分権改革に逆行する見直しも行われて
いる状況であり、指定都市市長会や全国市長会、八
都県市首脳会議などを通じて、他都市との緊密な連
携を図り、地方にできることは地方にゆだねるとい
う基本的な立場に立った改革を推進するように働き
かける。
現状の評価は難しいが、基本的な理念、理想の姿か
ら考えると、50点ぐらいにしかなっていないのでは
ないか。

平成１７年 議会活動概要 ほりぞえ健

３．野良猫問題について。（要望）
野良猫問題は苦情件数も多い。行政として主体的な
取り組みが必要であり、ガイドラインや今後の予算
措置への反映を要望。
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決算審査特別委員会
会期：平成１７年１０月２６日～１１月２日 ８日間
主な事項：
平成１６年度一般会計決算認定（審査）。
平成１６年度特別会計決算認定（審査）。
平成１６年度企業会計決算認定（審査）。

決算審査特別委員会における質問（堀添）：
１．野良猫問題への対応について。
○質問概要：
野良猫に起因する苦情の現状と本市の対応について。
致死処分の状況について。不妊・去勢手術補助金事
業について。

○答弁概要：
平成16年度の苦情相談件数は1,703件で増加傾向に
ある。苦情に対しては、区役所保健福祉センター
及び動物愛護センターで現場調査、飼養管理指導を
行い、看板やリーフレット等を作成し対応。
動物の致死処分を限りなくゼロに近づけるために努
力しているが、平成16年度には犬145頭,猫1,306頭、
合計1,451頭の致死処分を行った。不妊去勢手術補
助金の平成16年度交付状況は、犬35頭、猫94頭で、
計34万2,000円。不妊・去勢手術の費用を一部補助
していくことは、有効な手段の一つであり、補助金
事業の強化は大変必要であると認識。

２．国民健康保険料の収納対策について。
○質問概要：
国民健康保険料の収納状況について。収納対策強化
の取組状況と評価について。今後の方策について。

○答弁概要：
平成16年度の収納状況は、調定額約495億5千万円、
収入額約338億9千万円、収入未済額約133億5千万
円、不納欠損額約23億1千万円で、保険料収納率は
87.79％。夜間電話催告、戸別訪問徴収や徴収嘱託
員による滞納保険料の徴収、年末及び年度末の休日
開庁に加え、平成16年度からは、滞納処分を前提と
した滞納整理事務により、差し押さえ及び交付要求
等を実施。平成17年度は、滞納処分に精通した滞納
整理指導員を新たに採用。
低所得者層に対し保険料の軽減や減免制度の広報を
強化する。また、収納支援システムを含めた、新た
な国保トータルシステムの構築を検討している。

３．生活保護費の国庫負担率削減について。（要望）
国の方針がそのまま一方的に実行されれば、本市は
60億円から70億円の負担増となり、本市施策は多大
な影響を受ける。市長の所信表明演説にもあったと
おり、法廷受託事務の返上を含め、何が行えるのか、
対抗策の検討を早急に進めるよう要望する。

第４回 川崎市議会定例会
会期：平成１７年１１月２８日～１２月２１日２４日間
主な事項：
市政運営の基本的考え方（市長）。
副市長人事の同意。
川崎市路上喫煙の防止に関する条例の制定。
国際交流センター等、各施設の指定管理者の指定。

一般質問（堀添）：
１．用途地域の設定について。
○質問概要：
用途地域の役割と変更の経緯と考え方について。用
途地域見直しの条件について。

○答弁概要：
用途地域は土地利用の根幹をなす仕組みであり、昭
和48年に最初の決定を行った。全市的な見直しは、
建築基準法の改正にあわせ昭和61年に、都市計画法
の改正にあわせ平成8年に、各々実施。全市的な見
直しは、原則として大幅な法改正があった場合に行
うことで考えている。
高さ制限等、土地利用の実態と乖離が見られる地域
もある。土地利用の適正な配分を図る必要がある場
合を想定し、適切な見直しを研究する。

２．総合コンタクトセンターの運用について
○質問概要：
「サンキューコールかわさき」の実施状況と、本市
ホームページFAQ（よくある質問と回答）の利用状
況について。これらの課題について。利用者の声の
反映策について。市長としての試行状況の評価につ
いて。

○答弁概要：
「サンキューコールかわさき」は開始後20日間で
522件の利用があった。そこで直接回答できた件数
は76.6%で、目標としていた70%を超えることがで
きた。ホームページFAQは6月から公開し、11月の
1日あたり平均利用件数は3,390件。利用者の満足度
向上と市政運営の効率化に一定の効果があった。
まだ市民の認知度が低いため、周知が課題である。
市政だより等、各種印刷物への記載や転入者への案
内等も行う。ホームページFAQについてはアンケー
ト機能も付加した。「サンキューコールかわさき」
についても、利用者からの評価をもらうことを実施
したい。
平成18年度の本格実施にあたっては、年中無休化や
システムを利用したアンケートの実施等を計画して
いる。これらが、行財政改革の一端を担えるよう進
めていく。
出だしとしては順調に進んでいると評価している。
指摘の点に配慮し、期待に応えられるコンタクトセ
ンターにしていくために、全力を傾けていきたい。

第３回 川崎市議会定例会
会期：平成１５年９月２日～９月３０日 ２９日間
主な事項：
市営墓地等、各施設指定管理者制度の導入。
川崎市建築基準条例の一部を改正する条例の制定。
川崎市火災予防条例の一部を改正する条例の制定。
かわなかじま保育園等、各施設指定管理者の指定。
平成１６年度一般会計決算認定（付託のみ）。
平成１６年度特別会計決算認定（付託のみ）。
平成１６年度企業会計決算認定（付託のみ）。

（総選挙等により変則日程となったため、決算審査特別
委員会における審査は、第３回定例会閉会後に実施。）

※質疑の全文は川崎市議会のホームページにも
掲載されています。
http://www.city.kawasaki.jp/council/



第２３回第２３回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。

一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の
あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。

毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して
おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

第２３回 １月２５日 午後７時～ 高津市民館

「川崎市の都市政策」
－まちづくりと建築規制

（４）ほりぞえ健ニュース
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、
審
理
の

後
、
裁
判
官
か
ら
説
明
を
受
け
た
り
、
質
問
で
き

る
仕
組
み
だ
。
／
裁
判
員
制
度
の
も
と
で
は
、
有

権
者
の
中
か
ら
事
件
ご
と
に
裁
判
員
が
選
出
さ
れ
、

裁
判
官
と
と
も
に
刑
事
事
件
の
審
理
に
携
わ
り
、

判
決
に
も
関
わ
る
。
刑
事
事
件
に
は
、
本
当
に
深

刻
な
も
の
も
多
い
。
無
罪
か
有
罪
か
も
含
め
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
不
安
を

感
じ
る
人
が
多
い
の
も
当
然
だ
。
し
か
し
、
様
々

な
背
景
を
持
つ
市
民
が
裁
判
に
参
加
し
、
そ
の
感

覚
に
基
づ
い
た
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
、
開
か
れ

た
司
法
と
す
る
た
め
に
も
役
立
つ
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
。
こ
の
機
会
を
生
か
す
の
も
殺
す
の
も
、
私

た
ち
の
関
わ
り
方
次
第
だ
。
／
仕
組
み
は
異
な
る

が
、
司
法
参
加
と
い
う
と
、
映
画
・
舞
台
で
有
名

な
『
十
二
人
の
怒
れ
る
男
た
ち
』
を
思
い
出
す
。

多
く
の
方
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

父
親
殺
し
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
少
年
に
つ
い
て
、

無
罪
か
有
罪
か
十
二
名
の
陪
審
員
が
話
し
あ
う
。

当
初
十
分
論
議
を
し
な
い
ま
ま
有
罪
と
決
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
一
人
の
陪
審
員
が
「
人
一
人
の
命

が
か
か
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
（
有
罪
な
ら
死
刑)

、

も
っ
と
話
し
合
お
う
」
と
呼
び
か
け
る
。
い
や
い

や
応
じ
て
い
た
他
の
陪
審
員
も
、
話
し
合
う
な
か

で
、
少
年
の
犯
行
と
し
た
ら
説
明
が
つ
か
な
い
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
明
ら
か
に
な
り
、
一
人
一
人
、
無

罪
と
意
見
を
変
え
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

大
勢
と
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
勇
気
、
議
論
を
通
じ
て
他
者
を
説
得
し
て
い

く
姿
勢
、
偏
見
に
対
す
る
断
固
と
し
た
態
度
な
ど
、

ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
的
良
識
を
示
す
作
品
だ
と

筆
者
も
考
え
る
。
と
り
わ
け
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

少
年
の
犯
行
を
裏
付
け
る
よ
う
な
証
言
に
つ
い
て
、

真
実
か
ど
う
か
実
験
し
て
み
る
シ
ー
ン
だ
。
非
常

に
素
朴
な
実
験
だ
が
、
情
緒
的
、
あ
い
ま
い
に
で

は
な
く
、
科
学
的
合
理
的
に
物
事
を
見
よ
う
と
い

う
考
え
方
が
、
討
論
の
前
提
と
し
て
重
要
な
の
だ

と
知
ら
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
／
す
べ
て
の
こ
と

を
丁
寧
に
調
べ
る
こ
と
は
、
一
人
で
は
難
し
い
。

多
く
の
人
が
つ
な
が
り
を
持
っ
て
、
み
ん
な
で
知

恵
を
絞
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
。
裁
判
員
制

度
に
も
そ
う
し
た
趣
旨
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
機
会
を
生
か
し
な
が
ら
、
社
会
全
体
を
市
民

参
加
型
社
会
へ
と
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
い
と
思
う
。

（
事
務
局
ゆ
）

このニュースはご自宅にも無料で配送しております。毎月確実にご覧になりた
い方は、ほりぞえ健事務所までご連絡ください。（電話：８５５－１４７９）
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政治資金ご寄付のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９
銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４

地元から日本改革を実現するために、皆様の温かい
ご支援をお願い申し上げます。

日時：２００６年１月２５日（水）
午後７時から８時半まで。

場所：高津市民館 第１会議室
溝の口駅前マルイファミリー

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

連載コラム連載コラム 川崎と高津の地名（川崎と高津の地名（No.No.１２）１２）参考：上田恒三著「高津村風土記稿」参考：上田恒三著「高津村風土記稿」
日本地名研究所編「川崎の町名」日本地名研究所編「川崎の町名」

新作の地名は、『小田原衆所領役帳』の中に「小机
新作」と記載されていますので、遅くとも１６世紀後
半には現在の地名となっています。

地名の由来は２説あります。一つは、多摩川の旧流
路を新しく開墾したため、「新作」となったという説
です。もう一説は、自然地形から、シム（浸み入る）
サク（狭間）と呼ばれるようになった、という説です。
残念ながら、どちらの説も定かではないようですが、
いずれにせよかなり古くから開墾された地域であると
考えられています。

「新作」の由来
明治１１年に橘樹郡新作村となり、明治２２年の市

制・町村制施行で、千年村、子母口村、末長村、久末
村、明津村、蟹ヶ谷村とともに７村合併し、新作は橘
村の大字となりました。

その後、昭和１２年
に川崎市の大字に、同
４７年に高津区の大字
となりました。

昭和６１年には住居
表示が実施され、新作
１丁目～６丁目となっ
ています。


